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要旨・感想 

2016 年時点で、139 カ国・地域が発展途上国であり、内 8 カ国が東南アジアに位置している。

ラオスでは広がる貧困に対し、様々な政策を実施し、絶対的・相対的貧困の割合が共に減少した。

しかしミャンマーでは農村部で貧困率が上昇しており、減少している都市部との格差が広がってい

る。そしてベトナムにも都市部との農村の格差問題があり、農村の貧困問題は深刻化している。ア

マルティア・センの思想によると、貧困地域では慢性的な人間開発が欠如しており、いわば潜在能

力の欠乏が存在している。貧困を緩和するには貧困者の潜在能力の向上を図るため、人間開発をし

なければならない。例え高収入が得られる職があったとしても、働く本人の健康状態が悪かったり、

読み書きができないなど教育上の問題があったりすれば意味がない。だからまずは人間開発が必要

なのだ。実際、インドシナ諸国の人間開発状況は 1995 年と比較して、2015 年にはバランスよく改

善している。しかしラオスの人間開発の改善速度はカンボジア、ミャンマー、ベトナムに比べて明

らかに低く、差が生じているという問題が挙げられる。途上国だけの力では手に負える問題ではな

いことは明らかであり、先進諸国が協力して効果的な人間開発を手がけていくことが重要であると

思う。 

 

 


